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厚労省
保険局

平成２３年度国保組合予算に向けた
ハガキ要請行動
ご協力ありがとうございました。 １７，３５５通

日比谷野外音楽堂に５，９０４人が結集 １１／２４

全
建
総
連
は
、
十
一
月
二
十

四
日
、
東
京
の
日
比
谷
公
園
大

音
楽
堂
に
お
い
て
、
来
年
度
の

国
の
予
算
に
私
た
ち
の
諸
要
求

を
盛
り
込
ま
せ
る
た
め
「
１１
・

２４
建
設
不
況
打
開
・
生
活
危
機

突
破
、
予
算
要
求
中
央
総
決
起

大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
集

会
に
は
一
層
深
刻
化
す
る
建
設

不
況
の
波
を
打
開
す
る
た
め
全

国
か
ら
四
十
九
県
連
、
五
、
九

〇
四
名
の
仲
間
が
参
加
し
、
長

崎
か
ら
も
、
相
川
委
員
長
、
舩

津
副
委
員
長
、
内
野
支
部
長
、

長
島
執
行
委
員
の
四
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

大
会
は
、
大
会
議
長
の
選
出

後
、
主
催
者
を
代
表
し
て
田
村

中
央
執
行
委
員
長
が
「
全
建
総

連
が
結
成
さ
れ
て
五
十
年
目
に

な
る
。
こ
の
五
十
年
は
、
先
輩

の
血
の
に
じ
む
よ
う
な
努
力
と
、

心
を
一
つ
に
し
、
全
国
の
仲
間

と
共
に
作
り
上
げ
て
き
た
歴
史

だ
。
仕
事
と
く
ら
し
の
危
機
を

打
開
し
、
な
ん
と
し
て
も
建
設

国
保
を
守
り
抜
き
、
七
十
万
人

の
早
期
回
復
を
図
ろ
う
。」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

各
省
交
渉
団
の
決
意
表
明
後
、

六
党
の
代
表
者
よ
り
「
建
設
国

保
に
は
全
力
で
取
り
組
む
。」

「
建
設
を
大
切
に
し
な
く
て
は
、

景
気
回
復
は
な
い
」
と
力
強
い

激
励
と
連
帯
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
基
調
報
告
の
中
で
古

市
書
記
長
が
「
建
設
国
保
を
め

ぐ
る
動
き
と
、
リ
フ
ォ
ー
ム
・

耐
震
助
成
に
つ
い
て
」
の
二
点

に
つ
い
て
発
言
し
ま
し
た
。

埼
玉
土
建
、
全
建
愛
知
の
二

人
の
仲
間
か
ら
決
意
表
明
が
あ

り
、
集
会
の
最
後
に
、
鳥
取
建

連
よ
り
決
議
案
が
提
案
、
参
加

者
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
、
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ウ
の
後
、
会
場
の
日

比
谷
公
園
か
ら
東
京
駅
ま
で
デ

モ
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
保
組
合
の
現
行
補
助
水
準

技
術
技
能
が
活
か
せ
る
仕
事

事
業
仕
分
け
を
受
け
て

補
助
体
系
見
直
し
に
言
及

全
建
総
連
松
島
副
委
員
長
を
団
長
に
五
十
二

人
の
仲
間
が
参
加
。
保
険
局
国
保
課
か
ら
は
伊

藤
課
長
を
含
め
、
四
人
が
対
応
し
ま
し
た
。

定
率
・
普
調
・
特
調
の
補
助
体
系
の
維
持
と

財
政
力
の
低
い
建
設
国
保
に
対
す
る
現
行
補
助

水
準
の
確
保
を
求
め
る
声
に
課
長
は
「
行
政
刷

新
会
議
の
事
業
仕
分
け
結
果
を
受
け
て
、
基
本

的
な
考
え
は
所
得
水
準
の
低
い
と
こ
ろ
に
対
し

て
は
手
厚
い
補
助
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
予
算
に
つ
い
て
財
務
省
と
の
議
論
が

始
ま
っ
て
い
る
が
、
昨
年
以
上
に
厳
し
い
状
況

に
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

国
保
組
合
の
補
助
金
を
め
ぐ

る
情
勢
が
不
透
明
で
補
助
制
度

が
大
き
く
変
更
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
中
、
長
建
国
保
に
対
す

る
現
行
補
助
水
準
の
維
持
に
向

け
組
合
員
・
家
族
の
皆
様
に
ハ

ガ
キ
要
請
の
取
り
組
み
を
お
願

い
し
た
所
、
一
万
七
千
三
百
五

十
五
通
の
要
請
ハ
ガ
キ
を
集
約

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
特
に

市
南
、
大
村
、
佐
世
保
北
、
北

松
、
平
戸
の
五
支
部
が
組
織
の

二
・
五
倍
と
い
う
目
標
を
達
成

し
、
取
り
組
み
に
対
す
る
大
き

な
力
と
な
り
ま
し
た
。

ハ
ガ
キ
要
請
は
組
合
員
と
家

族
の
声
を
直
接
伝
え
る
運
動
で

す
。
組
合
は
山
の
よ
う
に
届
い

た
ハ
ガ
キ
を
全
て
点
検
し
、厚
生

労
働
省
へ
全
通
投
函
し
ま
し
た
。

今
回
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に

ご
協
力
頂
い
た
組
合
員
・
ご
家

族
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

お
済
み
で
す
か
？

組
合
の
健
康
診
断

�
特
定
健
診（
四
〇
歳
以
上
）は
来
年
三
月
ま
で
�

健
康
診
断
で
身
体
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

中
高
年
の
男
性
二
人
に
一
人
、

女
性
の
五
人
に
一
人
と
言
わ
れ

て
い
る
高
血
圧
症
や
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
有
病
者
と
そ

の
予
備
群
。
こ
の
よ
う
な
生
活

習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
い
た
め
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
病
状
が
進
行

し
、
身
体
を
む
し
ば
ん
で
い
き

ま
す
。
健
康
診
断
を
受
け
て
病

気
の
早
期
発
見
と
早
目
の
予
防

で
健
康
的
な
生
活
を
送
ら
れ
る

か
、
あ
る
い
は
健
康
診
断
を
受

け
な
い
ま
ま
病
気
の
進
行
に
気

づ
か
ず
生
活
習
慣
病
と
長
く
付

き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

態
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。

健
康
診
断
で
は
、
自
分
の
身

体
の
状
態
を
知
る
と
と
も
に
、

身
体
の
異
常
に
も
い
ち
早
く
気

づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

身
体
が
資
本
の
仲
間
の
皆
さ

ん
、
そ
し
て
そ
れ
を
支
え
る
家

族
の
皆
様
も
、
年
に
一
度
は
必

ず
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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年末の事務処理は１２月２８日�まで
新年の通常業務は１月６日�より
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長島さん（佐世保東支部）

毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）１２月１５日発行建 設 長 崎第５４６号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）１�



記
念
式
典
を
開
催
�

建
設
長
崎
結
成
６５
周
年

長
建
国
保
設
立
４０
周
年

専
門
学
院
創
立
５０
周
年

記記
念念
式式
典典
をを
開開
催催
��

去
る
十
一
月
十
三
日
に
午
後

一
時
よ
り
、
組
合
結
成
六
十
五

周
年
並
び
に
長
建
国
保
設
立
四

十
周
年
・
専
門
学
院
創
立
五
十

周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

記
念
式
典
に
は
、
県
内
外
か

ら
来
賓
を
含
め
組
合
員
・
家
族

約
千
名
が
出
席
。
全
建
総
連
の

傘
下
組
合
・
各
労
働
団
体
等
よ

り
多
数
の
祝
電
を
頂
き
、
組
合

運
動
の
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い

ま
し
た
。

式
典
開
会
に
さ
き
が
け
、
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
建
設
長
崎
青
年
部
に

よ
る
職
人
太
鼓
の
皆
さ
ん
が
、

華
麗
な
バ
チ
捌
き
で
威
勢
の
い

い
太
鼓
の
音
を
二
曲
披
露
。
続

い
て
、
十
月
の
長
崎
く
ん
ち
で

も
特
別
出
演
を
し
た
「
龍
踊

り
」
が
、
龍
町
龍
躍
り
保
存
会

の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
勇
壮
な
舞

が
披
露
さ
れ
会
場
が
賑
や
か
に

な
り
ま
し
た
。

前
田
副
委
員
長
の
開
会
挨
拶

で
、
式
典
の
幕
が
開
き
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
相
川
執
行

委
員
長
が
「
組
合
結
成
六
十
五

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
も
、
先
輩
諸
氏
が
組
合

の
仲
間
と
家
族
の
暮
ら
し
、
健

康
と
老
後
を
守
る
た
め
に
努
力

さ
れ
て
き
た
賜
物
で
す
。
組
合

員
・
家
族
の
皆
さ
ん
、
今
後
も

建
設
長
崎
の
一
層
の
躍
進
を
目

指
し
共
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
建
設
長
崎
六
十
五

年
の
歩
み
を
北
村
副
委
員
長
が

報
告
。
昭
和
二
十
一
年
に
組
合

を
結
成
し
て
以
来
、
技
能
者
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
、

多
く
の
困
難
と
闘
い
な
が
ら
劣

悪
な
労
働
条
件
の
待
遇
改
善
、

社
会
的
地
位
の
向
上
の
た
め
に

奮
闘
し
取
り
組
ん
で
き
た
六
十

五
年
間
の
組
合
の
歴
史
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
全
建
総
連

の
古
市
書
記
長
、
長
崎
県
知
事
、

長
崎
市
長
か
ら
お
祝
い
と
激
励

の
あ
い
さ
つ
を
頂
き
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
組
合
永
年
在
籍

者
表
彰
を
始
め
支
部
組
織
確
立

功
労
者
、
本
部
功
労
者
、
組
合

の
技
術
技
能
に
お
け
る
功
労
者
、

物
故
者
へ
の
感
謝
状
、
特
別
感

謝
状
の
授
与
等
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
長
建
国
保
の
役
員
、

組
合
会
議
員
永
年
在
職
功
労
者

の
表
彰
や
五
ヶ
年
以
上
無
受
診

者
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。
専

門
学
院
で
は
、
学
院
運
営
功
労

の
感
謝
状
が
各
支
部
の
支
部
長

に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
終
了
後
に
は
、
桂
福

車
氏
に
よ
る
演
目
「
転
ば
ぬ
先

の
検
診
」
の
落
語
で
、
会
場
は

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
丸
田
副
委
員
長
の

閉
会
の
挨
拶
で
記
念
式
典
の
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

建設長崎関係表彰

永年組合在籍功労者表彰
６０年以上在籍 １名
５５年以上在籍 ６名
５０年以上在籍 ７名
４０年以上在籍 ２５６名
３０年以上在籍 ２７２名
支部組織確立功労者表彰 １５名
組合の技術技能活動における功労者表彰 ４名
組合本部功労者表彰 １８名
物故者への感謝状贈呈 ６名
特別感謝状 １名

長建国保関係表彰

長建国保役員並びに組合会議員功労者表彰 ３０名
長建国保健康優良家庭表彰 ２２名

専門学院関係表彰

学院運営功労表彰 １６団体

来
賓
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

高
木
義
明
衆
議
院
議
員
秘
書

木
森

俊
也

山
田
正
彦
衆
議
院
議
員
秘
書

末
竹

和
行

衆
議
院
議
員

福
田
衣
里
子

宮
島
大
典
衆
議
院
議
員
秘
書

峰
松

厚
則

西
岡
武
夫
参
議
院
議
員
秘
書

森
川

雅
純

大
久
保
潔
重
参
議
院
議
員
秘
書

山
崎

芳
裕

長
崎
県
副
知
事

藤
井

健

長
崎
県
産
業
労
働
部
部
長

上
村

昌
博

長
崎
県
雇
用
労
政
課
課
長

池
内

潔
治

長
崎
県
雇
用
労
政
課
係
長

片
山

佳
生

長
崎
市
副
市
長

椎
木

恭
二

長
崎
県
議
会
議
員

楠

大
典

佐
世
保
市
議
会
議
員

早
稲
田
矩
子

時
津
町
役
場
建
設
部
長

浜
中

芳
幸

社
会
民
主
党
長
崎
県
連
合
代
表

長
崎
県
議
会
議
員

吉
村

庄
二

社
会
民
主
党
長
崎
総
支
部
副
代
表

奥
村

英
二

連
合
長
崎
会
長

小
石

隆

長
崎
県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
議
長

明
石

佳
成

長
崎
地
区
労
働
組
合
会
議
議
長

平
野

忠
司

全
労
済
長
崎
県
本
部
専
務
執
行
委
員

川
口

孝

九
州
労
働
金
庫
長
崎
県
本
部
本
部
長

中
崎

幸
夫

長
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
安
全
衛
生
課

課
長

加
藤

大
介

�
親
和
銀
行
頭
取
代
理

�
親
和
銀
行
長
崎
営
業
部
副
部
長

野
口

泉

�
十
八
銀
行
頭
取
代
理

�
十
八
銀
行
桜
町
支
店
支
店
長

笠
野

謙
三

�
長
建
住
宅
産
業
社
長

皆
良
田
正
行

建
設
長
崎
元
執
行
委
員
長

竹
下

一
男

長
崎
県
教
職
員
組
合
副
委
員
長

�
�

靜
男

長
崎
県
教
職
員
組
合
長
西
総
支
部

総
支
部
長

上
川

剛
史

全
国
一
般
労
働
組
合
長
崎
地
区
合
同
支
部
執
行
委

員
長

中
嶋

照
次

全
国
一
般
労
働
組
合
長
崎
菱
光
支
部

執
行
員

森
田

恭
孝

全
造
船
機
械
労
組
井
筒
造
船
分
会

副
委
員
長

松
木

一
弘

全
日
本
港
湾
労
組
長
崎
県
支
部

執
行
委
員
長

速
見

勝
義

全
自
交
長
崎
県
タ
ク
シ
ー
労
働
組
合

執
行
委
員
長

寺
田

末
人

全
国
林
野
関
連
労
働
組
合
長
崎
森
林
管
理
署
分
会

執
行
委
員
長

山
口

照
秋

長
崎
市
退
職
女
性
教
職
員
の
会
会
長

熊
江

雅
子

西
彼
退
職
女
性
教
職
員
連
絡
協
議
会

会
長

内
田

陽
子

�
昭
和
堂
代
表
取
締
役

永
江

正
澄

記念式典
６５４名が受彰

建設長崎結成６５周年
長建国保設立４０周年
専門学院創立５０周年

主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ

相
川
執
行
委
員
長

６５年の歩み報告
北村副執行委員長

開会の辞
前田副執行委員長

ご来賓祝辞
全建総連書記長 古市良洋様

ご来賓祝辞
長崎県副知事 藤井 健様

ご来賓祝辞
長崎市副市長 椎木恭二様

物故者への黙祷

閉会の辞
丸田副執行委員長

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５４６号 ２�長 崎



和やかに祝賀会

九
州
チ
ュ
ー
エ
ツ
株
式
会
社
長
崎
工
場

工
場
長

海
村

哲
次

長
崎
自
動
車
�
整
備
工
場
営
業
課

リ
ー
ス
担
当
課
長

川
内

良
二

�
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

九
州
長
崎
支
店
課
長

堀

大
助

東
武
ト
ラ
ベ
ル
�
長
崎
支
店
支
店
長

河
野
圭
一
郎

公
立
学
校
共
済
組
合
長
崎
宿
泊
所

支
配
人

荒
田

繁

ホ
テ
ル
東
洋
館
社
長

石
田

直
生

長
建
木
材
供
給
�
取
締
役
部
長

水
芦

孝
己

�
生
花
園
取
締
役

溝
口

利
幸

�
Ｎ
Ｄ
Ｋ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
常
務
取
締
役

吉
谷

菊
司

シ
マ
モ
ト

嶋
本

公
悦

テ
ィ
グ
レ
理
事
長

橋
口

哲
夫

テ
ィ
グ
レ
長
崎
支
部
長

原
田

謙
三

金
子
三
智
郎
一
般
後
援
会

会
長

本
田

魂

副
会
長

中
島

直
人

副
会
長

池
田

智
忠

事
務
局
長

吉
田

誠
宏

城
栄
会
自
治
会
副
会
長

寺
田

耕
二

高
平
町
自
治
会

川
原

亀
喜

長
崎
県
板
金
工
業
組
合
副
理
事
長

折
式
田
信
寛

長
崎
県
建
具
木
工
業
協
同
組
合

総
務
理
事

倉
富

保
信

長
崎
県
鉄
筋
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

町
田
十
九
一

長
崎
県
電
気
工
事
業
工
業
組
合

理
事
長

中
村

一
喜

長
崎
板
金
工
業
協
同
組
合

副
理
事
長

永
田

正
伸

長
崎
県
職
業
能
力
開
発
協
会

専
務
理
事

葛
屋

勇

全
国
建
設
労
働
組
合
総
連
合
書
記
長

古
市

良
洋

中
央
建
設
国
民
健
康
保
険
組
合

常
務
理
事

石
田

克
博

建
設
埼
玉
書
記
長

荻
野

晃
喜

首
都
圏
建
設
産
業
ユ
ニ
オ
ン

中
央
執
行
委
員
長

高
井

浩
司

全
愛
知
建
設
労
働
組
合

執
行
委
員
長

山
田

正
巳

広
島
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

安
元

弘
道

建
設
山
口
書
記
長

肥
塚

康
孝

フ
レ
ッ
セ
執
行
委
員
長

小
泉

栄
昭

福
岡
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

下
川

一
雄

全
福
岡
県
建
設
労
働
組
合

執
行
委
員
長

堤

隆
男

佐
賀
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長

水
田

実

熊
本
県
建
築
労
働
組
合
副
委
員
長

古
庄

良
章

大
分
県
建
設
合
同
労
働
組
合

副
執
行
委
員
長

有
村

雄
治

宮
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

執
行
委
員
長

中
川
實
二
郎

鹿
児
島
県
建
設
技
能
者
組
合

執
行
委
員
長

皆
元

鐵
夫

東
京
建
設
業
国
民
健
康
保
険
組
合

理
事
長

大
田

正
孝

東
京
建
設
業
国
民
健
康
保
険
組
合

元
理
事
長

小
林

昭
夫

第
一
三
共
ヘ
ル
ス
ケ
ア
株
式
会
社

特
品
部

部
長

木
崎

克
己

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

仲
野

忠
男

株
式
会
社
セ
ル
メ
ス
タ

代
表
取
締
役
社
長

安
養
寺
信
弘

株
式
会
社
セ
ル
メ
ス
タ
大
阪
営
業
所

所
長

内
田

剛
史

藤
村
薬
品
株
式
会
社
開
発
部
部
長

中
山

義
隆

長
崎
富
士
見
郵
便
局
局
長

筒
井

祐
一

片
岡
印
刷
所
代
表

片
岡
惠
美
子

開会のことば
建設長崎顧問 前田富雄

主催者あいさつ
長建国保理事長 金子三智郎

乾杯
広島建労 安元弘道委員長

来賓あいさつ
社民党県連合代表 吉村庄司

閉会のことば
舩津副委員長

来賓あいさつ
長崎県産業労働部長 上村昌博

来賓あいさつ
長崎平和運動センター議長 明石佳成

籠町
龍踊り

龍踊り由来の紹介
籠町龍踊り保存会 伊藤詔生会長

建建設設長長崎崎職職人人太太鼓鼓

落語披露
桂 福車
「転ばぬ先の検診」

会場

受付

御花

司会の藤原千里さん

（至 ホテル矢太樓）

和和ややかかにに祝祝賀賀会会

鏡開き

乾杯

中建国保理事長 皆元鐵夫

祝宴

団
結
頑
張
ろ
う

建 設毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）１２月１５日発行３�



旗
開
き

�建設長崎新春旗開き（５日）
�各支部新春旗開き（１２日～２７日）
�県下５税務署交渉（１９日～２６日）
�中小建設業協会新春交流会・講演会
（２２日）
�本部主婦会新年の集い（２８日）

税
金
申
告�税金学習会の開催

�所得税申告受付
�各支部賃金活動者会議開催
（５日～１７日）

�長建国保理事会（９日）
�長崎県知事選挙投票日（２１日）
�長建国保組合会（２５日）

国
保
検
認�長建国保保険証検認受付

�所得税一括申告（２，２３４名分）
�消費税申告受付・一括申告（３６５名分）
�春期拡大行動スタート
�建設業許可変更届受付（個人）
�専門学院修了式

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

�各支部対抗ソフトボール大会（１１日）
大村支部優勝
�春期お得意先回り週間（１９日～２５日）
�県土木部長交渉（２６日）
�支部組織点検行動（長崎市）６日～２８
日
�佐世保市・県北振興局交渉（３０日）

青
年
技
能
競
技
大
会

�青年技能競技大会（１６日）
�第８１回メーデー
�賃金宣伝行動
�労災保険年度更新受付（１７日～）
�九地協青年部交流集会（３０日～３１日）

６
・
１
総
決
起
集
会

�６．１総決起集会（１日）
�本部青年部大会（２２日）
次代を担う青年部員１０６名が集結
�専門学院総会（２５日）
�国保概算要求ハガキ要請
�九地協企業交渉（１０日～１１日）

大
運
動
会�長建国保理事会・臨時組合会（２日）

�第５１回全建総連大会（秋田）
（６日～８日）
�組合員家族慰安大運動会（１７日）
�金子県議励ます会（２１日）
�まちづくり総合住宅フェア （長崎
２３・２４日・佐世保１０日・島原３１日）
�主婦会日帰り研修旅行（２６日）

６５
周
年
記
念
式
典

�建設長崎結成６５周年
�長建国保設立４０周年
�専門学院創立５０周年記念式典の開催
（１３日）

�県北地区労働安全推進大会（１８日）
�ものづくりフェスタ２０１０（２８日）
�シニアの会忘年会（２９日）
�秋の得意先回り月間

予
算
要
求
行
動

�国保予算要求ハガキ要請
�各支部忘年会を開催
�福岡国税局交渉（１７日）
�仕事納め（２９日）
�全建総連予算要求中央行動（８日）

支
部
大
会
・
慰
霊
祭

�原爆殉難者慰霊祭（８日）
�浦上川万灯流し（９日）
�原爆慰霊祭盆踊り（９日）
�各支部大会の開催
全体１，０２９名参加
（８月１９日～９月９日）

�金子三智郎後援会納涼の集い（２８日）

住
宅
デ
ー�各支部住宅デー実施

包丁研ぎ・木工教室・住宅相談等
�前期拡大行動スタート
�県議会本会議 金子県議一般質問
（２１日）
�各支部大会の開催（～９日）
�中央総支部シニアの会（２８日）

建
設
長
崎
第
６５
回
定
期
大
会

�本部主婦会総会１１０名集う（５日）
�長建国保理事会（９日）
�参議院議員選挙投票日（１１日）
�建設長崎第６５回定期大会
（１７日～１８日）
組合結成６５周年の歴史を糧に未来の活
路を切り拓こう！
�中小建設業協会第３４回総会（２３日）
�長建国保組合会（２９日）

10
月

1
月

4
月

7
月

11
月

2
月

5
月

8
月

12
月

3
月

6
月

9
月
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浦
上
東
支
部

労
働
安
全
推
進
大
会

県
北
地
区
「
建
設
長
崎
労
働

安
全
推
進
大
会
」（
隔
年
開
催
）

が
十
八
日
、
佐
世
保
市
労
働
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
、
総
勢
七
十
八

名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
県
内
全
産
業
の

労
災
事
故
で
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
へ
の
黙
祷
を
行
い
ま

し
た
。
主
催
者
を
代
表
し
て
相

川
執
行
委
員
長
が
「
建
設
業
を

取
り
巻
く
環
境
も
厳
し
い
状
況

に
あ
る
が
、
現
場
や
地
域
の
安

全
を
守
り
無
事
に
年
末
年
始
を

迎
え
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
金
子
県
議
も
駆
け
つ

け
「
災
害
事
故
防
止
の
重
要
性

を
再
認
識
し
、
災
害
防
止
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と

呼
び
掛
け
ま
し
た
。
ま
た
、
各

支
部
よ
り
推
薦
さ
れ
た
五
名
の

事
業
所
に
労
働
安
全
功
労
賞
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
く

記
念
講
演
で
は
、
佐
世
保
労
働

基
準
監
督
署
の
永
川
署
長
が

「
木
造
住
宅
建
築
工
事
に
お
け

る
安
全
対
策
」と
題
し
て
、「
労

働
災
害
の
発
生
状
況
は
、
長
期

的
に
み
る
と
減
少
傾
向
と
言
え

る
が
、墜
落
・
転
落
事
故
に
つ
い

て
は
注
意
が
必
要
」
と
述
べ
ら

れ
、
皆
さ
ん
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
最
後
に
北
松
支

部
の
須
藤
支
部
長
よ
り
「
安
全

の
誓
い
」
が
宣
言
さ
れ
、
皆
さ

ん
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

本
大
会
で
表
彰
さ
れ
た
安
全

功
労
賞
の
受
賞
者
は
下
記
事
業

所
で
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度

創
設
へ
全
力
投

球
！皆

さ
ん
こ
ん
に

ち
は
。
私
は
来
春

の
四
月
に
施
行
さ

れ
る
長
崎
県
議
会

議
員
選
挙
へ
向
け

て
、
ま
っ
し
ぐ
ら

に
走
り
だ
し
ま
し

た
。「
景
気
浮
揚
！

雇
用
創
出
！
、
働

く
人
達
の
立
場
に

立
っ
た
県
政
を
」、

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
支
援
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

皆
様
に
は
季
節
柄
風
邪
な
ど

に
十
分
ご
注
意
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
お
話
し
は
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
件
。

県
議
会
報
告
で
か
な
り
詳
し

く
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
長
崎
県
が
も
た
も
た
と

し
て
い
る
間
に
、
長
崎
市
が
一

定
の
対
応
策
を
表
明
し
た
よ
う

で
す
。

長
崎
市
議
会
の
一
般
質
問
に

答
え
る
形
で
、
市
は
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
独
自
の
助

成
制
度
を
検
討
す
る
た
め
に
、

庁
内
に
会
議
を
設
置
し
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
新
聞

記
事
に
よ
れ
ば
、
会
議
は
福
祉

保
険
部
、
こ
ど
も
部
、
環
境
部
、

商
工
部
、
都
市
計
画
部
、
建
築

住
宅
部
内
の
十
二
部
署
で
十
月

に
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
検
討
会

議
」を
設
置
。会
議
の
メ
ン
バ
ー

は
各
部
署
の
課
長
や
担
当
者
で

構
成
。
市
は
二
〇
〇
九
年
度
に

福
祉
、
耐
震
、
省
エ
ネ
な
ど
の

目
的
で
、
約
二
八
〇
〇
件
、
合

計
二
億
六
千
万
円
を
助
成
し
た

が
、
新
た
な
形
で
の
助
成
制
度

が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
ま

す
。市

議
会
で
も
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
は
地
域
経

済
へ
の
波
及
効
果
が
あ
る
と
し

て
、
過
去
に
も
一
般
質
問
で
助

成
拡
大
を
求
め
る
意
見
が
出
て

い
ま
し
た
。

長
崎
県
に
お
い
て
も
、
地
域

経
済
の
活
性
化
策
と
し
て
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
ぜ

ひ
と
も
必
要
な
制
度
で
す
。
何

と
し
て
も
実
現
で
き
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

青
年
部
清
掃
奉
仕
活
動

〜
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
、町（
街
）も
心
も
き
れ
い
に
な
る
〜

浦
上
東
支
部
青
年

部
で
は
、「
組
合
結

成
六
十
五
周
年
記
念

式
典
」
開
催
翌
日
の

十
一
月
十
四
日
�
朝

九
時
か
ら
「
清
掃
奉

仕
活
動
」
を
実
施
。

平
成
十
九
年
の
九

月
に
第
一
回
目
を
実

施
し
て
か
ら
、
四
年

目
に
突
入
。
今
回
で

十
七
回
目
。
少
人
数

で
二
ヶ
月
に
一
回
と
、

回
数
も
規
模
も
地
味

な
活
動
で
す
が
、「
継

続
は
…
…
な
ん
と

か
」
で
、
さ
す
が
に

地
域
の
皆
さ
ん
に
も
こ
の
活
動

を
認
知
し
て
頂
い
て
い
る
よ
う

で
、
す
れ
違
う
人
た
ち
か
ら
、

「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ね
」
そ

し
て
顔
見
知
り
の
よ
う
に
「
お

は
よ
う
さ
ん
」
な
ど
の
言
葉
か

け
を
し
て
も
ら
い
、
お
互
い
笑

顔
で
言
葉
を
交
わ
し
ま
す
。
地

域
密
着
・
地
域
貢
献
と
い
う
の

は
こ
う
い
う
こ
と
な
の
か
？
な

ん
か
い
い
感
じ
で
す
。

昭
和
町
通
の
収
穫
物
？
と
い

う
か
ゴ
ミ
の
三
大
順
位
は
、
第

一
位
タ
バ
コ
の
吸
殻
、
第
二
位

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
空
き
缶
、
第

三
位
が
コ
ン
ビ
ニ
の
空
き
袋
で

す
。
こ
ん
な
こ
と
で
順
位
づ
け

を
す
る
の
も
ど
う
か
と
思
い
ま

す
が
、
タ
バ
コ
を
吸
う
人
の
マ

ナ
ー
の
悪
さ
が
伺
え
ま
す
。

参
加
者
は
み
ん
な
楽
し
く
会

話
し
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

真
面
目
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

特
に
無
理
す
る
こ
と
な
く
の
ん

び
り
と
、
こ
れ
も
長
続
き
の
秘

訣
か
な
？

あ
と
忘
れ
て
い
け

な
い
の
が
、
地
域
住
民
の
方
に

か
け
て
も
ら
え
る
労
い
の
言
葉
、

こ
れ
が
あ
る
か
ら
続
く
の
で
す
。

こ
の
清
掃
奉
仕
活
動
も
、
五

年
・
十
年
と
継
続
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

（
井
関
）

長崎県技能士大会
第
三
十
九
回
県
技
能
士
大
会

が
十
一
月
二
十
日
�
、
ロ
ワ

ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
（
長
崎
市
）
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
技
能
者
の
技
能
向
上

と
、
も
の
づ
く
り
へ
の
理
解
を

深
め
る
職
業
能
力
開
発
月
間

（
十
一
月
）
行
事
の
一
環
と
し

て
開
催
。

主
催
者
を
代
表
し
て
県
産
業

労
働
部
の
上
村
部
長
が
「
表
彰

を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
は
優

秀
な
技
能
を
発
揮
さ
れ
県
の
産

業
発
展
に
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
た
い
。
さ
ら
に
技
能
検
定
に

合
格
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
今
後
も

誇
り
を
も
っ
て
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
知

事
の
あ
い
さ
つ
を
代
読
。

県
職
業
能
力
開
発
協
会
・
県

技
能
士
会
連
合
会
の
前
田
会
長

は
「
宇
宙
か
ら
惑
星
の
サ
ン
プ

ル
を
持
ち

帰
っ
た
は
や

ぶ
さ
の
最
新

技
術
も
技
能

者
の
絶
え
間

無
い
努
力
の

た
ま
も
の

だ
っ
た
。
技

能
者
の
社
会

的
地
位
の
向

上
に
努
め
て

行
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
平
成

二
十
二
年
度
前
期
技
能
検
定
の

一
級
合
格
者
九
十
名
、
二
級
合

格
者
一
五
二
名
に
対
し
て
合
格

証
書
の
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
「
優
れ
た
技
能
者
」
と

し
て
倉
富
保
信
さ
ん
（
建
具

工
・
佐
世
保
北
支
部
）
ら
五
名

が
長
崎
県
知
事
表
彰
を
受
賞
。

若
手
育
成
の
た
め
長
崎
マ
イ
ス

タ
ー
と
し
て
本
田
秀
夫
さ
ん

（
型
枠
工
・
佐
世
保
中
央
支

部
）
ら
四
名
が
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
他
県
職
業
能
力
開
発

協
会
会
長
賞
と
し
て
五
名
が
技

能
検
定
功
労
者
と
し
て
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

野
口

耕
平

松
田

隆
人

北
山

薫

吉
田

光
夫

森

正
輝

森

政
一

杉
山

達
美

杉
山

廣
子

県
議
会
だ
よ
り

３９

中段左端（倉富さん）中段右から四人目（本田さん）

大
水
板
金

大
水
精
治

（
佐
世
保
中
央
支
部
）

�
田
中
秀
工
務
店

田
中
秀
幸
（
佐
世
保
東
支
部
）

�
白
岩
建
設

松
山
新
二

（
佐
世
保
北
支
部
）

�
永
安
塗
装

永
安
土
勝

（
北
松
支
部
）

山
田
建
材
土
木

山
田
牧
久

（
平
戸
支
部
）

１１／１８

１１／２０

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎
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大
浦
支
部

浦
上
東
支
部

主
婦
会
だ
よ
り 佐

世
保
東
支
部

佐
世
保
北
支
部

青
年
部
研
修
旅
行

〜
紅
葉
と
と
も
に
交
流
も
深
ま
る
〜

朝
晩
の
気
温
が
グ
ン
と
下
が

り
、
よ
う
や
く
山
々
が
紅
葉
に

染
ま
り
始
め
た
十
一
月
二
十
日

�
、
大
浦
支
部
青
年
部
は
六
名

の
参
加
で
山
口
・
福
岡
方
面
へ

一
泊
二
日
の
研
修
旅
行
。

全
走
行
距
離
が
八
五
〇
キ
ロ

超
と
な
っ
た
今
回
の
研
修
旅
行

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
車
で
の

移
動
に
費
や
す
こ
と
と
な
り
ま

し
た
が
、
道
中
は
い
ろ
ん
な
話

題
が
飛
び
交
い
楽
し
い
ド
ラ
イ

ブ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
一
日
目

の
見
学
地
で
あ
る
錦
帯
橋
で
は
、

先
ず
皆
の
第
一
声
が
「
遠
す
ぎ

る
や
ろ
、
や
っ
と
着
い
た
」
の

ボ
ヤ
キ
で
し
た
。
長
時
間
の
移

動
で
疲
れ
て
い
た
せ
い
か
期
待

し
て
い
た
錦
帯
橋
は
大
し
た
感

動
も
無
く
淡
々
と
渡
り
、
お
土

産
を
買
う
と
早
々
と
見
学
を
終

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
二
日
目

は
、
福
岡
の
ホ
ー
ク
ス
タ
ウ
ン

に
立
ち
寄
り
若
干
の
自
由
行
動

を
過
ご
し
た
後
、
呼
子
へ
向
か

い
ま
し
た
。
呼
子
で
は
名
物
の

イ
カ
料
理
を
食
べ
る
は
ず
だ
っ

た
の
で
す
が
、
現
地
は
予
想
以

上
の
混
雑
に
よ
り
結
局
イ
カ
料

理
は
断
念
。
今
回
は
移
動
距
離

が
長
い
強
行
日
程
で
し
た
が
、

そ
の
分
「
車
内
」
と
い
う
狭
い

空
間
で
、
今
ま
で
以
上
の
深
い

交
流
が
得
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。（
橋

本
進
嗣
）

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催

〜
ス
ト
ラ
イ
ク
目
指
し
て
、
レ
ッ
ツ
ボ
ウ
リ
ン
グ
〜

十
一
月
十
九
日
�
午
後
七
時

か
ら
、
大
橋
ラ
ッ
キ
ー
ボ
ー
ル

で
、「
浦
上
東
支
部
親
睦
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
」
を
開
催
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
第
二
回

目
の
大
会
で
、
応
援
者
も
含
め

総
勢
三
十
名
と
、
第
一
回
目
を

超
え
る
参
加
者
。

今
回
も
、
個
人
戦
で
二
ゲ
ー

ム
を
闘
い
、
そ
の
合
計
得
点
で

順
位
を
争
い
ま
す
。

優
勝
を
は
じ
め
各
賞
の
賞
品
、

特
別
賞
と
し
て
の
田
中
支
部
長

か
ら
の
高
級
日
本
酒
も
あ
る
な

ど
、
賞
品
を
見
た
方
々
の
気
合

の
入
り
方
も
特
別
な
も
の
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

開
会
式
の
後
、
田
中
支
部
長

の
始
球
式
で
プ
レ
ー
開
始
。
マ

イ
ボ
ー
ル
・
マ
イ
シ
ュ
ー
ズ
を

持
参
し
て
気
合
の
入
っ
た
方
。

一
番
ピ
ン
を
目
指
し
て
投
球
す

る
も
ボ
ー
ル
の
行
く
末
は
溝
の

中
。
往
年
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
全
盛

の
頃
に
慣
ら
し
た
綺
麗
な
投
球

フ
ォ
ー
ム
を
披
露
す
る
方
。
皆

さ
ん
終
始
笑
顔
で
、
各
レ
ー
ン

か
ら
は
ス
ト
ラ
イ
ク
や
ガ
ー

タ
ー
が
出
る
た
び
に
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

接
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
後

は
表
彰
式
。
各
賞
の
発
表
と
、

賞
品
を
お
渡
し
し
、
次
回
大
会

で
の
リ
ベ
ン
ジ
を
誓
い
合
い
な

が
ら
解
散
と
な
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
の
歓
声
と
笑
顔
が
印
象

に
残
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で
し

た
。

（
井
関
）

〜
隣
県
で
小
さ
い
秋
見
つ
け
た
〜

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十

一
日
�
県
北
総
支
部
主
婦
会
総

勢
二
十
九
名
で
日
帰
り
旅
行
。

ミ
ス
テ
リ
ー
と
い
う
こ
と
で
、

わ
く
わ
く
し
て
い
ま
し
た
が
、

意
外
や
意
外
バ
ス
が
高
速
を
降

り
た
の
は
多
久
イ
ン
タ
ー
。
近

場
で
は
あ
り
ま
し
た
が
西
渓
公

園
や
廣
福
寺
、
清
水
の
滝
な
ど

隣
県
に
も
こ
ん
な
に
紅
葉
の
美

し
い
場
所
が
あ
っ
た
の
か
と
小

さ
い
秋
見
い
つ
け
た
�
よ
う
な

気
分
に
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
日

本
は
四
季
が
あ
っ
て
美
し
い
。

こ
う
し
た
季
節
の
移
ろ
い
、
趣

に
感
動
で
き
る
か
ら
日
本
人
は

心
優
し
く
心
豊
か
な
の
で
あ
ろ

う
と
晩
秋
に
思
い
を
馳
せ
な
が

ら
、
よ
き
仲
間
達
と
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
皆

様
に
感
謝
�

（
金
子
嘉
子
）

青
年
部
研
修
旅
行

〜
３
年
ぶ
り
に
楽
し
い
旅
行
会
〜

佐
世
保
東
支
部
青
年
部
で
は
、

秋
晴
れ
の
中
、
十
一
月
二
十
日

�
〜
二
十
一
日
�
、
一
泊
二
日

で
、
鹿
児
島
県
へ
、
旅
行
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
知
覧
平
和
会
館

を
見
学
し
、
改
め
て
命
の
尊
さ

や
平
和
の
有
難
さ
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
晩
は
、
日
頃
の
仕
事
の

疲
れ
を
癒
す
べ
く
、
温
泉
を
堪

能
し
、
そ
の
後
の
宴
会
で
は
、

約
二
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に

感
じ
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
で

し
た
。

二
日
目
、
か
ご
し
ま
水
族
館

へ
向
か
い
、
い
る
か
の
シ
ョ
ー

な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昼
食
に
名
物
「
黒

豚
」
の
ト
ン
カ
ツ
を
食
べ
、
お

土
産
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

旅
行
も
終
焉
が
近
ま
り
、
最

後
に
、
大
河
ド
ラ
マ
「
篤
姫
」

の
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
仙
巖
園
を

見
学
に
向
か
い
ま
し
た
。

仙
巖
園
は
、
歴
代
の
薩
摩
藩

主
が
愛
し
た
と
言
わ
れ
る
庭
園

で
、
日
本
の
伝
統
的
な
庭
園
美

を
満
喫
し
、
貴
重
な
時
間
を
過

ご
せ
た
と
思
い
ま
す
。

三
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
青
年

部
旅
行
会
で
し
た
が
、
と
て
も

充
実
し
た
旅
行
会
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
の
青
年
部
活
動
に
繋

げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
松
園
）

支
部
旅
行

職
人
の
技
能
に
感
心

自
然
の
豊
さ
に
感
動
の
二
日
間

佐
世
保
北
支
部
は
十
一
月
七

日
、
八
日
に
大
分
県
安
心
院
鏝

絵
九
州
芸
術
の
杜
と
別
府
温
泉

一
泊
二
日
の
研
修
旅
行
を
行
い

ま
し
た
。

今
年
は
土
木
に
関
す
る
石
橋

や
鏝
絵
等
石
職
人
、
左
官
職
人

の
技
能
と
技
術
の
見
学
で
す
。

朝
早
く
か
ら
留
守
家
族
の
食

事
や
洗
濯
物
を
干
し
た
り
と
出

か
け
る
前
の
忙
し
い
事
、
数
日

前
か
ら
天
気
予
報
ば
か
り
気
に

な
り
、テ
レ
ビ
を
見
て
は
、ホ
ッ

と
し
当
日
は
朝
か
ら
絶
好
の
秋

晴
れ
で
し
た
。
大
型
バ
ス
に

ビ
ー
ル
や
つ
ま
み
を
積
み
込
ん

で
さ
あ
出
発
。
あ
っ
一
人
足
り

な
い
。
待
つ
こ
と
数
分
？
全
員

揃
っ
て
出
発
。

高
速
道
路
へ
入
っ
た
時
に
は
、

す
で
に
ビ
ー
ル
缶
の
プ
シ
ュ
音

の
ラ
ッ
シ
ュ
。
気
心
が
分
か
っ

た
者
同
士
話
が
弾
み
、
笑
い
と

お
し
ゃ
べ
り
で
時
間
の
経
つ
の

も
早
く
、
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
の

流
暢
な
案
内
で
奥
耶
馬
渓
等
一

望
が
見
渡
せ
る
展
望
へ
到
着
。

七
福
神
に
見
え
る
岩
や
色
鮮
や

か
な
景
勝
を
カ
メ
ラ
に
収
め
、

車
窓
に
広
が
る
色
取
り
取
り
の

木
々
を
眺
め
バ
ス
は
安
心
院
町

の
石
橋
見
学
地
へ
。

ア
ー
チ
石
橋
の
技
術
は
紀
元

前
一
世
紀
頃
ロ
ー
マ
に
架
け
ら

れ
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
、

日
本
に
伝
わ
っ
た
石
橋
の
技
法

は
、
江
戸
時
代
の
初
め
、
中
国

僧
が
長
崎
で
伝
え
、
九
州
各
地

に
広
ま
り
大
分
に
は
熊
本
を
経

て
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
。
院
内

町
に
は
七
十
五
基
も
の
石
橋
が

残
さ
れ
て
お
り
、
日
本
一
を
誇

る
、
中
で
も
鳥
居
橋
は
天
に
す

ら
っ
と
伸
び
た
橋
脚
か
ら
「
石

橋
の
貴
婦
人
」
と
し
て
人
気
が

あ
る
橋
だ
そ
う
で
す
。

初
め
に
荒
瀬
橋
を
少
し
離
れ

た
所
よ
り
見
学
、
川
底
よ
り
す

ご
く
高
い
橋
脚
だ
と
思
い
ま
し

た
。
鳥
居
橋
は
歩
い
て
渡
る
事

が
出
来
、
昔
の
職
人
の
技
能
の

素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
、
説
明
に

聞
き
入
り
ま
し
た
。

昼
食
に
は
名
物
の
ス
ッ
ポ
ン

料
理
を
食
べ
、
鏝
絵
見
学
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内

で
鏝
絵
は
「
国
指
定
選
択
無
形

民
俗
文
化
財
」
で
左
官
職
人
が

鏝
を
使
っ
て
仕
上
げ
た
漆
喰
彫

刻
で
魔
除
、
縁
起
物
等
、
家
門

繁
栄
、
富
貴
を
表
象
し
た
物
で

代
々
継
が
れ
て
き
た
匠
の
技
が

今
も
町
内
に
八
十
余
点
在
し
息

づ
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
新
築

さ
れ
た
家
に
左
官
職
人
の
お
礼

に
戸
袋
や
妻
壁
の
部
分
に
鏝
一

本
で
生
乾
き
の
漆
喰
に
一
気
に

仕
上
げ
彩
色
を
施
す
熟
練
し
た

職
人
の
気
概
と
誇
り
が
あ
り
、

贈
ら
れ
た
漆
喰
彫
刻
、
技
の
素

晴
ら
し
さ
を
感
じ
、
点
在
す
る

家
々
の
鏝
絵
に
感
動
を
覚
え
、

近
代
建
築
で
は
考
え
ら
れ
な
い

技
術
に
今
こ
の
鏝
絵
を
描
け
る

人
が
ど
れ
位
お
ら
れ
る
の
か
、

ま
た
費
用
が
い
く
ら
位
か
か
る

の
か
調
べ
て
み
た
い
と
思
い
、

左
官
職
の
方
に
尋
ね
て
み
た
ら
、

色
の
混
ぜ
方
は
分
か
る
け
ど
経

験
は
な
い
と
の
事
。
現
実
と
の

差
の
違
い
に
見
学
を
終
え
、
別

府
の
地
獄
巡
り
で
硫
黄
の
臭
い

に
誘
わ
れ
て
温
泉
卵
を
買
い
、

今
宵
の
宿
へ
、
部
屋
よ
り
の
眺

め
は
「
人
工
の
砂
浜
で
す
」
と

の
説
明
で
し
た
。
ゆ
っ
た
り
と

湯
に
つ
か
り
、
一
日
の
疲
れ
を

癒
し
、
食
べ
切
れ
な
い
程
の
ご

馳
走
に
舌
鼓
を
打
ち
、
ア
ル

コ
ー
ル
も
入
り
歌
に
踊
り
と
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

朝
食
も
ご
馳
走
尽
く
め
で
食

べ
き
れ
ず
、
勿
体
無
い
と
思
い

な
が
ら
箸
を
置
き
出
発
で
す
。

今
日
の
楽
し
み
は
九
州
芸
術
の

杜
で
す
。
広
大
な
自
然
に
囲
ま

れ
た
美
術
館
、
私
は
絵
を
見
る

の
は
大
好
き
で
す
。
ど
の
絵
を

見
て
も
目
の
前
に
そ
の
と
き
の

情
景
が
感
じ
ら
れ
時
間
が
足
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
大
野
勝
彦
さ

ん
の
「
あ
り
が
と
う
」
の
絵
は

感
動
で
胸
が
痛
み
ま
し
た
。
農

作
業
中
両
手
を
切
断
、
そ
の
後

家
族
の
支
え
と
励
ま
し
で
義
手

で
絵
を
描
く
事
を
修
得
「
あ
り

が
と
う
、
こ
れ
以
上
こ
の
人
達

を
泣
か
せ
て
な
る
か
」
魂
の
叫

び
が
こ
の
絵
の
言
葉
の
原
点
だ

そ
う
で
す
。
私
は
絵
に
優
し
い

気
持
ち
と
元
気
を
沢
山
も
ら
い
、

ま
た
き
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

昼
食
を
お
腹
一
杯
食
べ
、
眠

気
に
誘
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

時
、
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を

通
過
す
る
バ
ス
の
中
は
歓
喜
と

感
動
の
声
と
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん

の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
目
の
中

に
収
め
き
れ
な
い
程
の
車
窓
に

広
が
る
紅
葉
の
素
晴
ら
し
さ
、

情
景
を
写
し
、
山
を
下
り
、
酒

造
工
場
で
は
酒
に
焼
酎
、
ワ
イ

ン
を
試
飲
し
、
お
土
産
を
買
い

込
み
、
バ
ス
の
中
は
疲
れ
を
知

ら
な
い
人
ば
か
り
で
酒
と
ビ
ー

ル
と
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
の
名
調

子
に
乗
せ
ら
れ
大
賑
わ
い
で
す
。

豪
華
景
品
が
当
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
が
始
ま
り
、
全
員
参
加
。
ビ

ン
ゴ
が
出
る
た
び
手
渡
し
で
通

り
過
ぎ
て
い
く
景
品
に
「
何
や

ろ
ね
」
と
声
を
掛
け
な
が
ら
全

員
の
手
元
に
届
い
た
時
に
は
佐

世
保
に
着
き
ま
し
た
。

二
日
間
の
旅
で
し
た
が
、
技

の
素
晴
ら
し
さ
と
自
然
の
豊
か

さ
と
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
た
旅
で
し
た
。
参
加
さ

れ
た
二
十
六
名
の
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
疲

れ
様
で
し
た
。

小
林
ミ
ツ
子

県北主婦会旅行
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